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  （百万円未満切捨て）
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 301,449 10.1 4,384 － 3,908 － 2,129 － 
29年３月期 273,752 △1.1 △6,603 － △7,385 － △8,688 － 

 
（注）包括利益 30年３月期 3,576 百万円 （－％）   29年３月期 △9,029 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

30年３月期 135.64 － 5.6 3.2 1.5 

29年３月期 △553.49 － △20.8 △6.2 △2.4 
 
（参考）持分法投資損益 30年３月期 － 百万円   29年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 116,388 39,768 33.8 2,506.08 

29年３月期 124,237 37,154 29.6 2,340.69 
 
（参考）自己資本 30年３月期 39,337 百万円   29年３月期 36,741 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

30年３月期 △3,793 △176 2,247 17,362 
29年３月期 △8,140 △1,070 6,293 19,276 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

29年３月期 － 30.00 － 0.00 30.00 470 － 1.1 

30年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00 941 44.2 2.5 

31年３月期（予想） － 37.50 － 37.50 75.00   42.0   

（注）当社は、平成29年６月13日付「剰余金の配当に関するお知らせ」の通り、平成29年３月期の計算書類を確定できていないことから、当初
基準日（平成29年３月31日）に基づき、６月14日に予定しておりました剰余金の配当に係るお支払い手続に着手することができなかった
ため、平成29年３月31日を基準日とする剰余金の配当を行わないことといたしました。また、平成29年８月28日の当社の取締役会決議に
基づき、新たに平成29年７月31日を剰余金の配当の基準日とした１株につき30円00銭の配当を実施いたしました。同基準日における配当
金につきましては、配当原資は資本剰余金であります。詳細は、後述の「臨時基準日の設定による剰余金の配当について」及び「資本剰
余金を配当原資とする配当金の内訳」をご覧ください。 

 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 110,000 △32.3 1,900 △28.6 1,650 △34.5 1,200 △16.2 76.44 

通期 220,000 △27.0 4,500 2.6 4,000 2.3 2,800 31.5 178.38 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期 15,700,021 株 29年３月期 15,700,021 株 

②  期末自己株式数 30年３月期 3,367 株 29年３月期 3,142 株 

③  期中平均株式数 30年３月期 15,696,718 株 29年３月期 15,697,009 株 

 
（参考）個別業績の概要 
 平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
30年３月期 131,006 6.0 423 △56.8 4,210 － 3,867 － 
29年３月期 123,537 2.5 981 292.3 △4,223 － △6,219 △252.4 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
30年３月期 246.39 － 

29年３月期 △396.21 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
30年３月期 80,439 26,909 33.5 1,714.36 
29年３月期 74,147 23,383 31.5 1,489.70 

 
（参考）自己資本 30年３月期 26,909 百万円   29年３月期 23,383 百万円 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び注意事項等については、添付資料
３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。 

 

（決算説明資料の入手方法について） 

 決算説明資料は当社ウェブサイトに掲載いたします。 

 



（ご参考）臨時基準日の設定による剰余金の配当について 

当社は、平成29年８月28日の当社の取締役会決議に基づき、平成29年７月31日を当期限りの臨時基準日と定

め、１株につき30円00銭の配当を実施しております。 

上記の配当を含めた平成30年３月期の配当の状況は以下のとおりであります。 

  
年間配当金 

第１四半期末 
（６月30日） 

臨時 
（７月31日） 

第２四半期末 
（９月30日） 

第３四半期末 
（12月31日） 

期末 
（３月31日） 

合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 30.00 30.00 － 30.00 90.00 

 

資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳 

平成30年３月期の配当のうち、資本剰余金を配当原資とする配当金の内訳は以下のとおりであります。 

基準日 
臨時 

（７月31日） 

１株当たり配当金 30円00銭 

配当金総額 470百万円 

（注）純資産減少割合 0.011 
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策並びに日銀の継続的な金融政策を背景に、企業収益や雇用

情勢、設備投資の改善等、緩やかな回復基調にあるものの、米国をはじめとした保護主義の台頭や英国のＥＵ離脱問

題、地政学的リスクもあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 当社グループが属しておりますエレクトロニクス業界におきましては、その牽引役をスマートフォンに依存する傾

向が続いていますが、その成長性は鈍化しています。その一方で、自動車の電子化・自動化やＩｏＴ（モノのインタ

ーネット化）／ＡＩ（人工知能）の進展により、車載、産業分野を中心に市場の拡大が期待されます。 

 このような状況の下、当社グループは、ソニー製の半導体・電子部品事業を軸とし、自社工場におけるＥＭＳ（電

子機器受託製造サービス）等の高付加価値事業の拡大、取扱い製品の拡張、新規事業の創出に引き続き注力してまい

りました。 

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は、3,014億49百万円（前年同期比10.1％増）、営業利益は43億84百万円

（前年同期は66億３百万円の損失）、経常利益は39億８百万円（前年同期は73億85百万円の損失）、親会社株主に帰

属する当期純利益は21億29百万円（前年同期は86億88百万円の損失）となりました。なお、香港及びシンガポールに

おいて計上した貸倒引当金繰入額の影響により、前年同期は、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純

損失を計上しております。 

 

 セグメント別の業績は次の通りであります。 

・半導体及び電子部品事業 

 半導体及び電子部品事業におきましては、海外のスマートフォン向け売上が好調に推移したことにより、増収とな

りました。セグメント利益は、増収効果に加え、前年同期の香港及びシンガポールにおける貸倒引当金繰入額が剥離

したことにより、黒字に転換しました。 

 以上の結果、売上高は2,824億20百万円（前年同期比10.5％増）、セグメント利益は39億54百万円（前年同期は68

億80百万円の損失）となりました。 

 

・電子機器事業 

 電子機器事業におきましては、４Ｋや監視カメラ等の需要増により、増収となりました。また、増収効果と利益率

の向上により、セグメント利益は大きく伸長しました。 

 以上の結果、売上高は180億91百万円（前年同期比6.5％増）、セグメント利益は４億１百万円（前年同期比60.2％

増）となりました。 

 

・システム機器事業 

 非接触ＩＣカード関連事業におきましては、電子マネーの用途の広がりは継続していますが、足元の需要が減速

し、売上高は微減となりました。また、半導体及び電子部品の信頼性試験・環境物質分析サービス事業におきまして

は、車載向けの引き合いが増加していますが、九州における大雨の影響もあり、売上高は微減となりました。 

 以上の結果、売上高は28億９百万円（前年同期比2.8％減）、セグメント利益は２億１百万円（前年同期比1.9％

減）となりました。 

 

(2）当期の財政状態の概況 

 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末と比較して78億49百万円減少し、1,163億88百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の減少19億13百万円、受取手形及び売掛金の減少153億55百万円、電子記録債権

の増加11億88百万円、たな卸資産の増加18億１百万円、前渡金の減少61億88百万円、その他流動資産の増加６億10百

万円、投資有価証券の増加８億２百万円及び固定化営業債権の増加104億40百万円によるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末と比較して104億63百万円減少し、766億19百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金の減少130億８百万円、短期借入金の増加25億92百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加９億74百万

円、未払法人税等の減少６億13百万円、その他流動負債の増加16億37百万円及び長期借入金の減少23億円によるもの

であります。 

 純資産は前連結会計年度末と比較して26億14百万円増加し、397億68百万円となりました。これは主に、親会社株

主に帰属する当期純利益21億29百万円、資本剰余金及び利益剰余金からの配当９億41百万円、為替換算調整勘定の増

加７億80百万円及びその他有価証券評価差額金の増加６億円を要因としたその他の包括利益累計額の変動額14億８百

万円によるものであります。 
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(3）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、37億93百万円（前年同期は81億40百

万円の使用）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益（32億66百万円）、売上債権の減少（73億84百万

円）、たな卸資産の増加（19億67百万円）、仕入債務の減少（125億79百万円）、前渡金の減少（10億28百万円）及

び法人税等の支払額（20億71百万円）によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、１億76百万円（前年同期は10億70百万円の使用）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出（５億５百万円）、定期預金の払戻による収入（12億円）と預入による支出（12億

円）、投資有価証券の取得による支出（65百万円）及び投資有価証券の売却による収入(４億48百万円)によるもので

あります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、22億47百万円（前年同期は62億93百万円の獲得）となりました。これは主に、運

転資金のための短期借入金の純増加（46億27百万円）、長期借入金の返済による支出（13億19百万円）及び配当金の

支払額（９億45百万円）によるものであります。 

 

  （参考） キャッシュ・フローの関連指標の推移 

  第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 

  平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期 

 自己資本比率 42.2％ 41.6％ 40.3％ 29.6％ 33.8％ 

 時価ベースの自己資本比率 23.6％ 25.2％ 30.3％ 25.8％ 29.9％ 

 自己資本比率：自己資本／総資産 

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

 （注）１.いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

     ２.株式時価総額は自己株式を除く発行済株式総数をベースに計算しております。 

      株式時価総額＝期末株価終値×（発行済株式総数－自己株式数） 

 

(4）今後の見通し 

 わが国経済は、引き続き緩やかな回復が期待できる一方で、海外景気の不確実性や保護主義の台頭等もあり、先行

きは不透明な状況にあります。エレクトロニクス業界におきましては、車載、産業分野を中心に市場の拡大が期待さ

れます。 

 このような状況の下、当社グループは、ソニー製の半導体・電子部品事業を中核として、事業の選択と集中やソリ

ューション志向への転換の取り組みに注力してまいります。 

 以上を踏まえ、平成31年３月期の連結業績見通しとして、売上高2,200億円、営業利益45億円、経常利益40億円、

親会社株主に帰属する当期純利益28億円を予想しております。 
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(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は株主各位への利益還元を経営の最重要課題の一つと考え、収益状況に対応した配当を行うことを基本方針と

しております。株主各位への安定した配当の維持と配当水準の向上に向けて、成長事業領域への投資や合理化投資を

行い、中長期的な企業価値向上を担保する強固なグループ経営体制とコーポレートガバナンス体制を確立してまいり

ます。また、内部留保金につきましては、上記投資に加え事業拡大に伴う資金需要の増加等に備える所存でありま

す。 

 以上の基本方針を踏まえた上で、連結配当性向につきましては、35%～40％を目処としております。 

 当期の期末配当金につきましては、１株当たり30円とする予定であります。 

 次期の配当につきましては、１株当たり75円（中間配当金37円50銭、期末配当金37円50銭）を計画しております。 

 

(6）事業等のリスク 

 当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性のあるリスクには、以下のようなものがあります。 

 なお、文中における将来に関する事項は、本決算短信発表日現在において判断したものであり、また、事業等のリ

スクはこれらに限定されるものではありません。 

 

①顧客の需要動向と事業の季節変動について 

 当社グループの顧客は、ＡＶ機器・パソコン関連機器・カメラ・通信機関連機器等のセットメーカーや放送局、一

般企業等であります。 

 当社グループが販売する半導体・電子部品は顧客（セットメーカー）製品に搭載されており、また当社グループが

販売する機器は顧客の業務プロセスの一部に組み込まれ、使用されています。したがって、顧客製品の需要動向・搭

載機能や経済環境・景気の変動に伴う顧客の設備投資動向は当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 また、電子機器事業は、放送関連市場、企業・学校・官公庁市場を主な市場としている特性から、顧客の予算執行

の関係で期末の９月と３月に売上高が集中する傾向にあり、期末月の売上予測を過大に見積もった場合、当社グルー

プの業績予測に少なからぬ影響を及ぼす可能性があります。 

 

②特定の取引先への依存度が高いことについて 

 当社グループは、主要株主であるソニー株式会社の半導体、電子部品を主に取り扱っているため、ソニー株式会社

及び同社の子会社への依存度が高くなっております。従いまして、ソニー株式会社の経営方針の変更等が当社グルー

プの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

③仕入先との関係について 

 当社グループは、国内外の多岐に渡る仕入先から商材を調達しております。仕入先の事業再編（Ｍ＆Ａ等）や販売

チャネル・テリトリー政策の変更により当社グループの商権が喪失・縮小した場合には、当社グループの業績と財務

状況に影響が及ぶ可能性があります。 

 

④為替変動の影響について 

 当社グループは、日本国内のほかアジア地域においてグローバルな事業活動を展開しているため、為替変動の影響

を受けております。このため、為替予約等によるリスクヘッジを行っておりますが、全てをカバーできる保証はな

く、著しい為替変動は当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

⑤競合について 

 当社グループの商品カテゴリーを扱う商社は多数存在するため、価格競争の激化、技術革新に伴う商品の陳腐化と

いった要因が業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

⑥人材の確保及び育成について 

 当社グループの事業拡大、持続的成長のためには、優れたスキル、ノウハウを保有した人材の採用及び育成が重要

であると認識しております。こういった人材を確保または育成できなかった場合には、当社グループの事業展開や業

績に影響が及ぶ可能性があります。 

 

⑦海外進出に伴うリスクについて 

 当社グループは、アジアを中心とした海外ビジネスの拡大を大きな経営目標に掲げ、諸外国で事業を展開しており

ます。そのため、関連する海外各国における政治・経済状況の変化、法律・税制の変化、債権回収リスク、労働力不

足と人件費高騰等が当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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⑧新規事業の立ち上げに伴うリスクについて 

 当社グループが今後も持続的な成長を遂げるためには、新規事業（新規商材の開拓と拡販、新分野進出等）を推進

していくことが重要であると認識しております。新規事業の立ち上げにあたっては、その市場性や採算性などについ

て十分な検証を行った上で意思決定を行っておりますが、市場環境の急激な変化や不測の事態等により当初の事業計

画を達成できない場合には、人材、設備、研究開発といった投資負担が、当社グループの業績と財務状況に影響を及

ぼす可能性があります。 

 

⑨技術投資に関するリスクについて 

 当社グループでは、同業他社との差別化を図りエレクトロニクス技術商社としての付加価値を顧客に提供するべ

く、技術力の強化に努めております。サプライヤーとの密接な協力体制を構築することで、自らの存在意義を高めて

いこうと考えており、そのための人材育成・確保といった先行投資にも力をいれております。しかしながら、半導

体・電子部品の技術革新スピードは早く、対応するために必要となる投資額も増加の一途をたどっております。ビジ

ネス案件が頓挫し、投資額に見合ったリターンを得られないような場合、当社グループの業績と財務状況に影響を及

ぼす可能性があります。 

 

⑩自然災害、事故災害等のリスクについて 

 当社グループは、エレクトロニクス産業のサプライチェーン（供給連鎖）の一端を担う商社であるため、地震・洪

水・台風等の自然災害や火災等の事故災害が発生した場合、自社の関連施設が直接的な被害を受けるリスクに加え

て、仕入先メーカー・顧客メーカーの操業停止に伴い、当社グループの事業活動が停滞する可能性があります。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。

 なお、今後につきましては、国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国際会計基準の適用について検

討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 20,076 18,162 

受取手形及び売掛金 73,655 ※３ 58,299 

電子記録債権 2,678 3,866 

商品及び製品 19,219 21,033 

仕掛品 653 837 

原材料及び貯蔵品 784 589 

前渡金 6,435 246 

繰延税金資産 466 365 

その他 4,406 5,016 

貸倒引当金 △11,950 △626 

流動資産合計 116,426 107,791 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,132 2,249 

減価償却累計額 △992 △1,136 

建物及び構築物（純額） 1,139 1,112 

機械装置及び運搬具 2,577 2,606 

減価償却累計額 △1,301 △1,338 

機械装置及び運搬具（純額） 1,276 1,267 

工具、器具及び備品 1,748 1,770 

減価償却累計額 △1,425 △1,452 

工具、器具及び備品（純額） 323 317 

リース資産 418 479 

減価償却累計額 △190 △202 

リース資産（純額） 227 277 

その他 112 124 

有形固定資産合計 3,079 3,100 

無形固定資産 425 263 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※１ 3,388 ※１ 4,191 

繰延税金資産 41 126 

固定化営業債権 － 10,440 

その他 2,404 2,110 

貸倒引当金 △1,528 △11,635 

投資その他の資産合計 4,306 5,233 

固定資産合計 7,811 8,596 

資産合計 124,237 116,388 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 45,562 ※３ 32,554 

短期借入金 ※６ 32,926 ※６ 35,518 

1年内返済予定の長期借入金 1,325 2,300 

リース債務 79 84 

未払法人税等 1,094 480 

賞与引当金 422 424 

その他 2,412 4,050 

流動負債合計 83,823 75,413 

固定負債    

長期借入金 2,300 － 

リース債務 151 199 

繰延税金負債 283 581 

役員退職慰労引当金 40 43 

退職給付に係る負債 301 197 

その他 182 183 

固定負債合計 3,260 1,206 

負債合計 87,083 76,619 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,383 4,383 

資本剰余金 6,342 5,871 

利益剰余金 23,010 24,668 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 33,731 34,918 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 765 1,366 

為替換算調整勘定 2,289 3,069 

退職給付に係る調整累計額 △44 △16 

その他の包括利益累計額合計 3,010 4,419 

非支配株主持分 412 431 

純資産合計 37,154 39,768 

負債純資産合計 124,237 116,388 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 273,752 301,449 

売上原価 ※１ 257,739 ※１ 285,678 

売上総利益 16,012 15,771 

販売費及び一般管理費 ※２ 22,615 ※２ 11,386 

営業利益又は営業損失（△） △6,603 4,384 

営業外収益    

受取利息 32 30 

受取配当金 35 33 

仕入割引 9 8 

投資有価証券評価益 － 56 

受取補償金 － 168 

その他 76 117 

営業外収益合計 153 415 

営業外費用    

支払利息 407 727 

為替差損 384 88 

その他 144 74 

営業外費用合計 936 890 

経常利益又は経常損失（△） △7,385 3,908 

特別利益    

投資有価証券売却益 230 330 

特別利益合計 230 330 

特別損失    

減損損失 － 63 

固定資産除却損 － 65 

事業整理損 － 482 

過年度決算訂正関連費用 － 362 

特別損失合計 － 973 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△7,154 3,266 

法人税、住民税及び事業税 1,496 1,083 

法人税等調整額 20 14 

法人税等合計 1,516 1,098 

当期純利益又は当期純損失（△） △8,671 2,167 

非支配株主に帰属する当期純利益 16 38 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
△8,688 2,129 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

当期純利益又は当期純損失（△） △8,671 2,167 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 177 600 

為替換算調整勘定 △553 780 

退職給付に係る調整額 18 27 

その他の包括利益合計 ※ △358 ※ 1,408 

包括利益 △9,029 3,576 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △9,046 3,537 

非支配株主に係る包括利益 16 38 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 4,383 6,342 32,579 △4 43,300 

当期変動額           

剰余金の配当     △863   △863 

親会社株主に帰属する当期純損
失（△)     △8,688   △8,688 

自己株式の取得       △0 △0 

連結範囲の変動     △17   △17 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）           

当期変動額合計 － － △9,569 △0 △9,569 

当期末残高 4,383 6,342 23,010 △5 33,731 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 588 2,843 △62 3,368 409 47,078 

当期変動額             

剰余金の配当           △863 

親会社株主に帰属する当期純損
失（△)           △8,688 

自己株式の取得           △0 

連結範囲の変動           △17 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 

177 △553 18 △358 3 △354 

当期変動額合計 177 △553 18 △358 3 △9,924 

当期末残高 765 2,289 △44 3,010 412 37,154 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 4,383 6,342 23,010 △5 33,731 

当期変動額           

剰余金の配当   △470 △470   △941 

親会社株主に帰属する当期純利
益     2,129   2,129 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）           

当期変動額合計 － △470 1,658 △0 1,186 

当期末残高 4,383 5,871 24,668 △5 34,918 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 765 2,289 △44 3,010 412 37,154 

当期変動額             

剰余金の配当           △941 

親会社株主に帰属する当期純利
益           2,129 

自己株式の取得           △0 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 

600 780 27 1,408 18 1,427 

当期変動額合計 600 780 27 1,408 18 2,614 

当期末残高 1,366 3,069 △16 4,419 431 39,768 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△7,154 3,266 

減価償却費 598 635 

固定資産除却損 － 65 

減損損失 － 63 

事業整理損 － 482 

投資有価証券売却損益（△は益） △230 △330 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11,728 △532 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 2 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △38 △64 

為替差損益（△は益） 649 △608 

受取利息及び受取配当金 △67 △64 

支払利息 407 727 

売上債権の増減額（△は増加） △15,325 7,384 

固定化営業債権の増減額（△は増加） － 443 

仕入債務の増減額（△は減少） 10,420 △12,579 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,025 △1,967 

前渡金の増減額（△は増加） △4,796 1,028 

その他 △565 993 

小計 △6,397 △1,056 

利息及び配当金の受取額 68 64 

利息の支払額 △408 △729 

法人税等の支払額 △1,402 △2,071 

営業活動によるキャッシュ・フロー △8,140 △3,793 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △65 △65 

投資有価証券の売却による収入 314 448 

有形固定資産の取得による支出 △1,290 △505 

有形固定資産の売却による収入 0 19 

定期預金の預入による支出 △1,200 △1,200 

定期預金の払戻による収入 1,200 1,200 

その他 △30 △74 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,070 △176 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,818 4,627 

長期借入金の返済による支出 △2,655 △1,319 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △863 △945 

非支配株主への配当金の支払額 △13 △20 

その他 6 △94 

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,293 2,247 

現金及び現金同等物に係る換算差額 106 △190 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,811 △1,913 

現金及び現金同等物の期首残高 21,905 19,276 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 181 － 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 19,276 ※ 17,362 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数 13社

連結子会社の名称

株式会社ＵＫＣテクノソリューション
株式会社ＵＷテクノロジーズ
UKC ELECTRONICS(S)PTE,LTD.
UKC ELECTRONICS(H.K.)CO.,LTD.
UKC EMS SOLUTION(SHANGHAI)CO.,LTD.
USC ELECTRONICS(KOREA)CO.,LTD.
共信コミュニケーションズ株式会社
株式会社インフィニテック
KYOSHIN TECHNOSONIC(K)CO.,LTD.
UKC ELECTRONICS(SHANGHAI)CO.,LTD.
CU TECH CORPORATION
東莞新優電子有限公司
CU TECH VIETNAM CO.,LTD.

 
（2）非連結子会社の名称等

非連結子会社 ５社

UKC ELECTRONICS(SHENZHEN)CO.,LTD.
UKC ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.
UNI DEVICE(S)PTE,LTD.
UNI DEVICE(SHANGHAI)CO.,LTD.
平成堂株式会社

（連結の範囲から除いた理由) 
 UKC ELECTRONICS(SHENZHEN)CO.,LTD.他非連結子会社４社は、連結財務諸表に重要な影響を及ぼさないため
連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項
 UKC ELECTRONICS(SHENZHEN)CO.,LTD.他非連結子会社４社に対する投資について持分法を適用しておりませ
ん。上記の持分法非適用の非連結子会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分
に見合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除
外しております。

３．連結子会社の事業年度に関する事項
 連結子会社のうち、UKC EMS SOLUTION(SHANGHAI)CO.,LTD.、USC ELECTRONICS(KOREA)CO.,LTD.、UKC 
ELECTRONICS(SHANGHAI)CO.,LTD.、CU TECH CORPORATION、東莞新優電子有限公司及びCU TECH VIETNAM 
CO.,LTD.の決算日は12月31日であり、連結決算日との差は３ヶ月以内であるため、当該連結子会社の同決算
日現在の財務諸表を基礎として連結を行っております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引につ
いては、連結上必要な調整を行っております。

４．会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券
時価のあるもの
……決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し売却原価は移動

平均法により算定）を採用しております。
時価のないもの
……移動平均法による原価法を採用しております。

② デリバティブ
時価法を採用しております。

③ たな卸資産
商品及び製品………主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）を採用しております。
仕掛品
受託生産品………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）を採用しております。
その他生産品……移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定）を採用しております。
原材料及び貯蔵品…主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）を採用しております。
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(2) 重要な減価償却資産の償却方法 
① 有形固定資産（リース資産を除く）

……連結財務諸表提出会社及び連結子会社（国内）は定率法を、また、連結子会社（在外）は主として定
額法を採用しております。但し、連結財務諸表提出会社及び連結子会社（国内）は、平成10年４月１
日以後に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備
及び構築物については定額法を採用しております。

② 無形固定資産
……連結財務諸表提出会社及び連結子会社（国内）の自社利用のソフトウェアについては社内の利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しております。その他の無形固定資産については定額法を採用し
ております。

③ リース資産
……リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金

売上債権等の貸倒れに備えるため連結財務諸表提出会社及び連結子会社（国内）は、一般債権は貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し回収不能見込額を計上してお
ります。また連結子会社（在外）は主として特定の債権について回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金
従業員の賞与の支払いに備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しておりま
す。

③ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく連結会計年度末要支給額を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法
 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
 過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として10
年）による定額法により費用処理しております。
 数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
年数（主として10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理してお
ります。

③ 未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法
 未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部におけるそ
の他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

④ 小規模企業等における簡便法の採用
 小規模企業等の連結子会社においては、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る
期末自己都合要支給額を用いた簡便法を適用しております。
 

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお
ります。なお、在外子会社等の資産及び負債は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収
益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めてお
ります。

(6) 重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法
 振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を、金利スワップについて特例処理の条件を
満たしている場合には特例処理を採用しております。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象
 ヘッジ手段 為替予約取引、通貨オプション及び金利スワップ

 ヘッジ対象 外貨建債権・債務、借入金

③ ヘッジ方針
 為替予約取引及び通貨オプションについては、外貨建取引の為替相場の変動によるリスクをヘッジするた
めに行っております。また、金利スワップについては、金利の変動によるリスクをヘッジするために行って
おります。 

④ ヘッジの有効性評価の方法
 為替予約、通貨オプション及び特例処理によっている金利スワップについては有効性の評価を省略してお
ります。 

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
 連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な預
金及び容易に換金可能であり、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償
還期限の到来する短期投資からなっております。
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(8) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 
①消費税等の会計処理について
 連結財務諸表提出会社及び連結子会社の消費税等の会計処理は税抜き方式によっております。

②連結納税制度の適用
 連結納税制度を適用しております。

 

（追加情報）

（子会社株式の取得） 

１．株式の取得 

 当社は、平成30年３月29日開催の取締役会において、株式会社ＬＳＩテクノの自己株式を除く発行済全株式を取

得し、同社を100％子会社化することを決定し、株式譲渡契約を締結、平成30年５月１日付で、株式を取得してお

ります。 

 なお、株式会社ＬＳＩテクノは、同日付で、商号を株式会社ＵＫＣシステムエンジニアリングへと変更しており

ます。 

 

２．異動する子会社の概要 

名 称 株式会社ＵＫＣシステムエンジニアリング 

本店所在地 東京都品川区大崎一丁目11番２号 

代 表 者 代表取締役社長 矢島 浩 

資 本 金 23百万円 

設立年月日 平成28年10月26日 

主な事業内容 LSI の設計・検証・評価請負業務 
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（連結貸借対照表関係）

※１ 非連結子会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当連結会計年度

（平成30年３月31日）

投資有価証券（株式） 614百万円 590百万円

 
２ 受取手形割引高 

 
前連結会計年度 

（平成29年３月31日） 

当連結会計年度 

（平成30年３月31日） 

受取手形割引高 800百万円 800百万円 

 
※３ 連結会計年度末日満期手形 

連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当連

結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末日残高に含ま

れております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当連結会計年度

（平成30年３月31日）

受取手形 －百万円 616百万円

支払手形 － 36
 

４ 偶発債務 

次の関係会社の仕入債務に対し債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当連結会計年度

（平成30年３月31日）

UKC ELECTRONICS (THAILAND) CO.,LTD. ０百万円 ２百万円

 
５ 債権流動化に伴う買戻義務は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当連結会計年度

（平成30年３月31日）

債権流動化に伴う買戻義務 3,600百万円 1,100百万円

 
※６ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と貸出コミットメント契約を締結してお

ります。この契約に基づく連結会計年度末における貸出コミットメントに係る借入未実行残高は次のとおりであり

ます。 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当連結会計年度

（平成30年３月31日）

 貸出コミットメントの総額 4,000百万円 9,810百万円 

借入実行残高 4,000 9,810 

差引額 － －
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（連結損益計算書関係）

※１ 売上原価に含まれる、たな卸資産評価損は次のとおりであります。

 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であります。

 

前連結会計年度 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成30年３月31日） 

たな卸資産評価損 92百万円 632百万円 

 

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 

前連結会計年度 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成30年３月31日） 

貸倒引当金繰入額（△は戻入額) 11,647百万円 △418百万円 

従業員給与・賞与 3,687 3,914 

賞与引当金繰入額 380 387 

退職給付費用 225 262 

賃借料 774 830 

 

（連結包括利益計算書関係）

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 482百万円 1,202百万円

組替調整額 △230 △330

税効果調整前 251 871

税効果額 △74 △270

その他有価証券評価差額金 177 600

為替換算調整勘定：    

当期発生額 △553 780

為替換算調整勘定 △553 780

退職給付に係る調整額：    

当期発生額 15 27

組替調整額 11 12

税効果調整前 26 40

税効果額 △8 △12

退職給付に係る調整額 18 27

その他の包括利益合計 △358 1,408
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 15,700,021 － － 15,700,021

合計 15,700,021 － － 15,700,021

自己株式        

普通株式（注） 2,907 235 － 3,142

合計 2,907 235 － 3,142

 （注）自己株式の株式数の増加235株は、単元未満株式の買取による増加であります。

 
２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額 
（百万円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日

平成28年５月30日

取締役会
普通株式 392 25.00 平成28年３月31日 平成28年６月14日

 

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額 
（百万円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 470 30.00 平成28年９月30日 平成28年12月５日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 該当事項はありません。
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式        

普通株式 15,700,021 － － 15,700,021

合計 15,700,021 － － 15,700,021

自己株式        

普通株式（注） 3,142 225 － 3,367

合計 3,142 225 － 3,367

 （注）自己株式の株式数の増加225株は、単元未満株式の買取による増加であります。
 

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額 
（百万円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日

平成29年８月28日

取締役会
普通株式 470 30.00 平成29年７月31日 平成29年９月19日

 

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額 
（百万円）

１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日

平成29年11月13日

取締役会
普通株式 470 30.00 平成29年９月30日 平成29年12月５日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
 

（決議）
株式の種類

配当金の総額 
（百万円）

配当の原資
１株当たり 
配当額 
（円）

基準日 効力発生日

平成30年５月29日

取締役会
普通株式 470 利益剰余金 30.00 平成30年３月31日 平成30年６月12日

 
（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

前連結会計年度

（自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成29年４月１日

至 平成30年３月31日）

現金及び預金勘定 20,076百万円 18,162百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △800 △800

現金及び現金同等物 19,276 17,362
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

 当社グループは、製品やサービスの特性及び販売市場の類似性から区分される「半導体及び電子部品事

業」、「電子機器事業」及び「システム機器事業」の３つを報告セグメントとしております。

 「半導体及び電子部品事業」は、イメージセンサー、メモリー、液晶パネル等を販売しております。

 「電子機器事業」は、放送関連や企業向けの各種ＡＶ機器等を販売しております。

 「システム機器事業」は、産業電子機器や伝送端末機器等の開発・製造及び販売、品質検査・分析受託業

務をおこなっております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益又は損失は、営業利益又は損失ベースの数値であります。
 

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額

（注）１ 

連結財務諸
表計上額
（注）２  

半導体及び 
電子部品 

電子機器 
システム機

器 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 255,467 15,621 2,663 273,752 - 273,752 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
100 1,366 228 1,695 △1,695 - 

計 255,567 16,988 2,891 275,447 △1,695 273,752 

セグメント利益又は損失(△) △6,880 250 204 △6,425 △177 △6,603 

セグメント資産 114,477 9,617 3,547 127,641 △3,403 124,237 

その他の項目            

減価償却費（注）３ 389 136 72 598 - 598 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
1,066 235 110 1,411 - 1,411 

 （注）１．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益又は損失の調整額△177百万円には、セグメント間消去取引0百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△178百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費であります。

（2）セグメント資産の調整額△3,403百万円には、セグメント間消去取引等△3,428百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社資産24百万円が含まれております。全社資産は、報告セグメント

に帰属しないのれんであります。

２．セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

３．減価償却費には、長期前払費用の償却額が含まれております。
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額

（注）１ 

連結財務諸
表計上額
（注）２  

半導体及び 
電子部品 

電子機器 
システム機

器 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 282,352 16,386 2,710 301,449 - 301,449 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
68 1,704 98 1,871 △1,871 - 

計 282,420 18,091 2,809 303,321 △1,871 301,449 

セグメント利益 3,954 401 201 4,556 △172 4,384 

セグメント資産 105,894 9,632 3,633 119,159 △2,771 116,388 

その他の項目            

減価償却費（注）３ 416 157 61 635 - 635 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
438 249 69 757 - 757 

 （注）１．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額△172百万円には、セグメント間消去取引0百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△173百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

（2）セグメント資産の調整額△2,771百万円には、セグメント間消去取引等△2,771百万円が含まれて

おります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．減価償却費には、長期前払費用の償却額が含まれております。

 

 

【関連情報】 

前連結会計年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報として同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 ベトナム その他 合計

106,216 74,855 28,276 35,029 29,374 273,752

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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（2）有形固定資産 

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 ベトナム その他 合計

1,050 824 358 838 6 3,079

 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％に満たないため、

主要な顧客ごとの情報の記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自  平成29年４月１日  至  平成30年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報として同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 ベトナム その他 合計

104,225 79,848 54,383 22,764 40,226 301,449

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

（2）有形固定資産 

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 ベトナム その他 合計

1,077 802 311 904 3 3,100

 

 

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、特定の顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％に満たないため、

主要な顧客ごとの情報の記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成29年４月１日  至  平成30年３月31日）

 半導体及び電子部品セグメントにおいて、固定資産減損損失63百万円を計上しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

        （単位：百万円） 

 
半導体及び 

電子部品 
電子機器 システム機器 全社・消去 合計 

当期償却額 － － － 30 30 

当期末残高 － － － 24 24 

 

当連結会計年度（自  平成29年４月１日  至  平成30年３月31日）

        （単位：百万円） 

 
半導体及び 

電子部品 
電子機器 システム機器 全社・消去 合計 

当期償却額 － － － 16 16 

当期末残高 － － － － － 

（注）当連結会計年度において、のれんの減損損失8百万円を計上しております。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

前連結会計年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成29年４月１日  至  平成30年３月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日）

１株当たり純資産額 2,340円69銭 2,506円08銭 

１株当たり当期純利益金額又は

１株当たり当期純損失金額

（△）

△553円49銭 135円64銭

（注）１．前連結会計年度末の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成28年４月１日
  至 平成29年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年４月１日
  至 平成30年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益又は

親会社株主に帰属する当期純損失

（△）（百万円）

△8,688 2,129

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社株主に帰属する

当期純損失（△）（百万円）

△8,688 2,129

期中平均株式数（千株） 15,697 15,696

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当事業年度 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,666 8,372 

受取手形 856 1,247 

売掛金 39,986 37,788 

電子記録債権 2,518 3,181 

商品 11,066 12,517 

前渡金 74 39 

関係会社短期貸付金 8,957 5,427 

前払費用 124 163 

繰延税金資産 202 222 

未収入金 1,351 1,826 

その他 882 1,698 

貸倒引当金 △9,132 △4,521 

流動資産合計 65,555 67,964 

固定資産    

有形固定資産    

建物 254 252 

減価償却累計額 △156 △167 

建物（純額） 98 84 

工具、器具及び備品 265 241 

減価償却累計額 △203 △185 

工具、器具及び備品（純額） 62 56 

リース資産 24 24 

減価償却累計額 △3 △8 

リース資産（純額） 20 16 

建設仮勘定 － 11 

有形固定資産合計 181 168 

無形固定資産    

ソフトウエア 41 24 

その他 77 13 

無形固定資産合計 118 37 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,320 3,116 

関係会社株式 4,839 4,839 

関係会社長期貸付金 897 15,521 

差入保証金 225 246 

その他 45 10 

貸倒引当金 △37 △11,466 

投資その他の資産合計 8,291 12,268 

固定資産合計 8,592 12,475 

資産合計 74,147 80,439 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当事業年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 18,636 12,839 

短期借入金 18,735 34,952 

1年内返済予定の長期借入金 1,121 2,300 

未払金 1,182 2,170 

未払費用 68 96 

未払法人税等 595 46 

預り金 82 106 

賞与引当金 211 229 

その他 16 14 

流動負債合計 40,649 52,755 

固定負債    

長期借入金 2,300 － 

繰延税金負債 290 584 

退職給付引当金 134 88 

資産除去債務 85 86 

関係会社債務保証損失引当金 7,282 － 

その他 19 14 

固定負債合計 10,113 774 

負債合計 50,763 53,529 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,383 4,383 

資本剰余金    

資本準備金 1,383 1,383 

その他資本剰余金 18,721 18,250 

資本剰余金合計 20,105 19,634 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 △1,874 1,522 

利益剰余金合計 △1,874 1,522 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 22,609 25,534 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 774 1,375 

評価・換算差額等合計 774 1,375 

純資産合計 23,383 26,909 

負債純資産合計 74,147 80,439 

 

- 28 -

（株）ＵＫＣホールディングス（3156）　平成30年３月期　決算短信



（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 123,537 131,006 

売上原価 116,724 124,124 

売上総利益 6,812 6,881 

販売費及び一般管理費 5,831 6,457 

営業利益 981 423 

営業外収益    

受取利息 70 90 

受取配当金 755 2,949 

関係会社債務保証損失引当金戻入額 － 7,282 

その他 26 51 

営業外収益合計 852 10,374 

営業外費用    

支払利息 222 492 

為替差損 318 229 

貸倒引当金繰入額 2,229 5,852 

関係会社債務保証損失引当金繰入額 3,261 － 

その他 24 12 

営業外費用合計 6,056 6,587 

経常利益又は経常損失（△） △4,223 4,210 

特別利益    

投資有価証券売却益 230 330 

特別利益合計 230 330 

特別損失    

子会社株式評価損 1,559 － 

固定資産除却損 － 65 

過年度決算訂正関連費用 － 362 

特別損失合計 1,559 427 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △5,552 4,113 

法人税、住民税及び事業税 643 241 

法人税等調整額 23 3 

法人税等合計 667 245 

当期純利益又は当期純損失（△） △6,219 3,867 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

            (単位：百万円) 

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合

計 

その他有価
証券評価差

額金 

評価・換
算差額等 

  

資本準備金 
その他資
本剰余金 

その他利
益剰余金 

  
繰越利益
剰余金 

当期首残高 4,383 1,383 18,721 5,208 △4 29,692 597 597 30,289 

当期変動額                   

剰余金の配当       △863   △863     △863 

当期純損失（△)       △6,219   △6,219     △6,219 

自己株式の取得         △0 △0     △0 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）             177 177 177 

当期変動額合計 － － － △7,082 △0 △7,083 177 177 △6,905 

当期末残高 4,383 1,383 18,721 △1,874 △5 22,609 774 774 23,383 

 

当事業年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

            (単位：百万円) 

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本合
計 

その他有価
証券評価差

額金 

評価・換
算差額等 

  

資本準備金 その他資
本剰余金 

その他利
益剰余金 

  
繰越利益
剰余金 

当期首残高 4,383 1,383 18,721 △1,874 △5 22,609 774 774 23,383 

当期変動額                   

剰余金の配当     △470 △470   △941     △941 

当期純利益       3,867   3,867     3,867 

自己株式の取得         △0 △0     △0 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）             600 600 600 

当期変動額合計 － － △470 3,396 △0 2,925 600 600 3,526 

当期末残高 4,383 1,383 18,250 1,522 △5 25,534 1,375 1,375 26,909 
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５．その他 

（1）監査等委員会設置会社への移行について 

当社は、平成30年６月26日開催予定の第９回定時株主総会での承認を条件として、監査等委員会設置会社へ移行す

る予定であります。 

詳細は、平成30年１月30日に公表いたしました「監査等委員会設置会社への移行及び指名・報酬委員会の設置に関

するお知らせ」をご覧ください。 

 

（2）役員の異動 

①新任取締役（監査等委員である取締役を除く）候補 

取締役 三好 林太郎（現 グループ上席執行役員 ＣＦＯ 管理部門担当） 

 

②新任取締役監査等委員候補 

氏 名 新役職名 現役職名

朝香 友治 取締役 監査等委員 顧問 

島崎 憲明 社外取締役 監査等委員 社外取締役 

戸川 清 社外取締役 監査等委員 社外取締役 

 

③監査等委員会移行に伴う監査役の退任 

氏 名 新役職名 現役職名

森田 清文 － 常勤監査役 

坂倉 裕司 － 社外監査役 

坂倉 裕司氏は、第９回定時株主総会において、補欠の監査等委員である取締役として選任をお願いする予定で

す。 

 

④異動日 

平成30年６月26日 
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